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備前市のグルメと観光

◇
備
前
フ
ル
ー
ツ

　〈
葡
萄
〉

　
　

ピ
オ
ー
ネ

　
　

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

　
　

桃
太
郎
ぶ
ど
う

　
　

オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク

　
　

安
芸
ク
イ
ー
ン

　
　

紫
苑
な
ど

　〈
桃
〉

　
　

清
水
白
桃

　
　

お
か
や
ま
夢
白
桃

　
　

紅
清
水
・
末
木
白
桃

　
　

さ
き
が
け
白
桃

　
　

加
納
岩
白
桃

　
　

川
中
島
白
桃

　
　

夏
お
と
め

　〈
い
ち
じ
く
〉

　

 　

備
前
市
は
西
洋
イ
チ
ジ
ク
「
桝
井
ド
ー
フ
ィ
ン
」
の
岡

山
で
も
数
少
な
い
産
地
の
一
つ
で
、
地
域
の
特
産
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。
果
皮
は
赤
褐
色
で
、
ほ
ど
よ
い
甘
み
と

さ
っ
ぱ
り
し
た
風
味
が
特
徴
で
す
。

　〈
日
生
み
か
ん
〉

　

 　

鹿
久
居
島
、
頭
島
、
鴻
島
な
ど
か
ら
な
る
日
生
諸
島
は
、

昭
和
中
期
よ
り
瀬
戸
内
海
の
温
暖
な
気
候
を
利
用
し
た
み

か
ん
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
毎
年
10
月
初
旬
か
ら
12
月
初

旬
の
「
み
か
ん
狩
り
」
は
有
名
で
、
岡
山
県
内
だ
け
で
な

く
関
西
方
面
な
ど
か
ら
も
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
ま
す
。

◇
醤
油
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

　

 　

香
登
の
老
舗
醤
油
醸
造
所
、
鷹
取
醤
油
㈱
で
平
成
12

（
２
０
０
０
）年
か
ら
販
売
す
る
醤
油
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
、

バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
に
醤
油
を
か
け
て
食
べ
た
の
が
始
ま
り
。

 
グ
ル
メ ◇

カ
キ
オ
コ

　

 　

日
生
産
の
カ
キ
を
使
っ
た
お
好
み
焼
「
カ
キ
オ
コ
」
は
、

Ｂ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
や
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
全
国
に
そ
の

名
を
知
ら
れ
、
日
生
を
代
表
す
る
グ
ル
メ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

平
成
14（
２
０
０
２
）
年
１
月
26
日
、「
日
生
カ
キ
お
好

み
焼
研
究
会
」（
現
「
日
生
カ
キ

オ
コ
ま
ち
づ
く
り
の
会
」）
が
設

立
さ
れ
、
カ
キ
入
り
お
好
み
焼
き

を
大
々
的
に
売
り
出
し
ま
し
た
。

冬
の
日
生
は
、
お
好
み
焼
き
店
の

前
の
行
列
が
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
◇
焼
き
か
き

　

 　

備
前
市
は
県
内
養
殖
か
き
生
産
高
№
１
。
焼
き
か
き
を

は
じ
め
、
店
舗
で
は
様
々
な
か
き
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。

　

 　

令
和
６（
２
０
２
４
）年
豊
洲
市
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国

牡
蠣

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
加
熱
部
門
で
「
日
生
か
き
」
が
初

代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇
魚
介
料
理

　

 　

四
季
折
々
の
瀬
戸
内
の
新
鮮

な
魚
介
を
使
用
し
た
料
理
は
、

春
の
鰆
の
炒
り
焼
き
（
す
き
焼

き
風
）
や
こ
う
こ
寿
司
な
ど
多

彩
で
す
。

備
前
市
の
グ
ル
メ
と
観
光

ほ
ん
の
り
と
香
る
し
ょ
う
ゆ
と
濃
厚
な
ミ
ル
ク
で
ま
る
で

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
よ
う
な
味
わ
い
が
人
気
で
す
。

　

 　

ま
た
、
ゆ
ず
の
果
汁
が
入
っ
た
ぽ
ん
酢
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
も
人
気
、
食
べ
た
瞬
間
鼻
を
抜
け
る
ゆ
ず
の
風
味
で
レ

ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
味
わ
い
で
す
。

　

 　

本
業
の
醤
油
づ
く
り
で
は
、
２
０
２
３
年
５
月
に
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ー
ド
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

〔
引
用
元
〕
鷹
取
醤
油
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
片
上
ず
し

　

 　

備
前
岡
山
藩
の
倹
約
令
「
一

汁
一
菜
令
」
の
も
と
、
庶
民
の

間
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
き
た
、

備
前
ば
ら
寿
司
の
一
つ
。

　

 　

魚
や
野
菜
を
寿
司
の
具
に
使

え
ば
、
飯
を
食
べ
る
と
き
の
お

菜
で
な
く
な
る
と
い
う
理
屈
で
、

酢
飯
に
混
ぜ
て
食
べ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
酢
飯
の
下
に
具
を

隠
し
て
盛
り
付
け
た
「
返
し
寿

司
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◇
ね
こ
め
し

　

 　

吉
永
町
神
根
地
区
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
郷
土
料
理
で
す
。「
お

ひ
つ
」
を
冷
め
な
い
よ
う
に
「
ね

こ
」
と
呼
ば
れ
る
藁
で
編
ん
だ

籠
の
中
に
入
れ
て
い
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。
サ
バ
や
季
節
の

野
菜
を
混
ぜ
込
ん
だ
ご
飯
で
す
。

カキオコ鰆のこうこ寿司

ねこめし 片上ずし（具が隠された裏面） 片上ずし（質素な表面）
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観
　
光 【

備
前
地
区
】

◇
備
前
焼

　
・
伊
部
の
町
並
み

　

　

 　

作
家
、
窯
元
の
軒

が
並
ぶ
街
並
み
を
散
策

す
る
も
よ
し
、
店
に

入
っ
て
品
定
め
す
る
も

よ
し
、
備
前
焼
の
世
界

を
十
分
に
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
・
天
津
神
社

　
　

 　

備
前
焼
の
狛
犬
・
屋
根
瓦
・
参
道
の
陶
板
な
ど
、
焼

き
物
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
神
社

で
す
。

　
・
備
前
焼
ま
つ
り

　
　

 　

毎
年
10
月
の
第
３
日
曜

日
と
そ
の
前
日
の
土
曜
日

に
Ｊ
Ｒ
伊
部
駅
周
辺
を
中

心
に
開
催
。
備
前
焼
が
通

常
価
格
の
２
割
引
き
で
販

売
さ
れ
、
グ
ル
メ
も
多
く

の
出
店
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

毎
回
10
万
人
前
後
の
備

前
焼
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

令
和
２（
２
０
２
０
）年
と

令
和
３（
２
０
２
１
）年
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
か
ら
再

開
し
ま
し
た
。
令
和
６（
２
０
２
４
）年
、
第
40
回
を
迎

え
ま
し
た
。

◇
閑
谷
学
校

　

 　

閑
谷
学
校
周
辺
で
は
、
２

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
鶴

鳴
門
前
の
梅
、
椿
山
の
約

４
０
０
本
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
植
え
ら
れ

た
桜
が
次
々
に
咲
き
、
華
や

か
な
春
を
迎
え
ま
す
。

　

 　

楷
の
木
が
紅
葉
す
る
11
月

に
は
、
講
堂
や
楷
の
木
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想

的
な
夜
の
閑
谷
学
校
を
楽
し
み
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
も
み
じ
が
色
づ
く
黄
葉
亭
も
趣
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

隣
接
す
る
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
に
予
約
す

れ
ば
、
国
宝
の
講
堂
内
で
論
語
体
験
な
ど
も
で
き
ま
す
。

◇
真
魚
市

　

 　

伊
里
漁
業
協
同
組
合

が
毎
週
日
曜
日
の
朝
に

開
く
真
魚
市
は
、
県
内

各
地
や
関
西
方
面
の
客

で
賑
わ
い
ま
す
。
特
に
、

カ
キ
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

周
辺
道
路
が
渋
滞
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

ま
た
、
海
産
物
だ
け
で

な
く
、
野
菜
や
花
、
乾

物
な
ど
の
店
や
飲
食
店

も
出
店
し
来
場
し
た
客

を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

◇
深
谷
の
滝

　

 　

三
石
の
船
坂
地
区
に

あ
る
深
谷
の
滝
は
、
高

さ
15
ｍ
、
幅
２
ｍ
の
雄

滝
の
滝
壺
か
ら
流
れ
出

た
水
が
、
そ
の
下
の
高

さ
７
ｍ
、
幅
３
ｍ
の
雌

滝
と
な
っ
て
流
れ
落
ち

る
、
２
段
か
ら
な
る
東

備
地
区
最
大
の
も
の
で

す
。

天津神社
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備前市のグルメと観光

◇
日
生
諸
島

　

 　

平
成
27（
２
０
１
５
）年
４
月
16
日
に
開
通
し
た
「
備
前

♡
日
生
大
橋
」
に
よ
り
、
鹿
久
居
島
か
ら
「
頭
島
大
橋
」

を
経
て
頭
島
ま
で
が
つ
な
が
り
、
鹿
久
居
島
で
の
み
か
ん

狩
り
や
、
島
の
民
宿
で
の
宿
泊
な
ど
、
よ
り
便
利
に
日
生

諸
島
を
満
喫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
大
多
府
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
元
禄
防
波

堤
や
灯
籠
堂
の
石
塁
、
大
井
戸
が
日
本
遺
産
に
追
加
登
録

さ
れ
、
鴻
島
は
別
荘
の
島
と
し
て
多
く
の
別
荘
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
島
々
へ
は
、
定
期
船
が
就
航
し

て
お
り
、
平
成
29（
２
０
１
７
）年
10
月
か
ら
就
航
し
て
い

る
「
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
（
の
り
な
は
ー
れ
）」
は
、

「
な
な
つ
星
in
九
州
」
な
ど
の
観
光
列
車
を
手
掛
け
た
ド
ー

ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
水
戸
岡
鋭
治
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
も
の
で
、
従
来
の
定
期
船
に
な
い
豪
華
な
客
室
と
、
斬

新
な
シ
ル
エ
ッ
ト
が
特
徴
で
す
。

◇
宇
佐
八
幡
宮
・
片
上
ひ
な
め
ぐ
り

　

 　

宇
佐
八
幡
宮
は
、
足
利
尊
氏
の
勧
請
に
よ
る
と
い
わ
れ
、

由
緒
に
よ
る
と
尊
氏
が
九
州
多
々
良
浜
の
合
戦
で
軍
兵
が

お
お
い
に
疲
れ
た
の
で
、
豊
前
の
宇
佐
八
幡
宮
に
参
籠
し

て
武
運
を
祈
っ
て
霊
験
が
あ
り
、
戦
に
勝
っ
た
の
で
深
く

信
仰
し
、
九
州
か
ら
上
洛
の
途
次
、
当
所
の
富
田
松
山

に
宇
佐
八
幡
宮
を
勧
請
し
、
鞍
も
寄
進
し
て
い
ま
す
。
応

永
元（
１
３
９
４
）年
八
幡
大
神
の
託
宣
に
よ
っ
て
和
鹿
林

（
若
林
）
山
頂
に
遷
座
し
、
そ
の
後
正
保
３（
１
６
４
６
）

年
に
中
腹
の
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

石
段
下
の
備
前
焼
の
宮
獅
子
一
対
は
、
高
さ
１
４
５
㎝

の
堂
々
た
る
獅
子
で
、
阿
形
に
は
「
文
政
９
年
９
月
吉
日

　

備
前
窯
元
森
五
兵
衛
尉
正
統
」
吽
形
に
は
「
伊
部
細
工

人
服
部
章
兵
尚
芳
、
森
五
平
衛
正
統
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

全
国
屈
指
の
大
き
さ
と
制
作
者
・
年
月
の
わ
か
る
優
品
で

市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
平
成
13（
２
０
０
１
）年
か
ら
つ
づ
く
片
上
ひ
な

め
ぐ
り
は
、
片
上
の
春
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て

お
り
、
宇
佐
八
幡
宮
の
石
段
ひ
な
飾
り
は
特
に
華
や
か
で
、

市
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

〔
引
用
元
〕

　

・『
備
前
ふ
る
さ
と
探
訪
』　

平
成
21
年
２
月　

花
岡
志
郎

【
日
生
地
区
】

◇
五
味
の
市

　

 　

日
生
町
漁
業
協
同

組
合
が
運
営
す
る

「
五
味
の
市
」
は
、
日

生
近
海
の
海
産
物
を

中
心
に
、
春
は
サ
ワ

ラ
、
夏
は
穴
子
や
鱧
、

秋
は
チ
ヌ
や
マ
ダ
コ

そ
し
て
冬
は
カ
キ
な

ど
旬
の
魚
や
貝
類
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

 　

特
に
冬
の
カ
キ
シ
ー
ズ
ン
に
は
、「
真
魚
市
」
と
「
備

前
海
の
駅
」
と
併
せ
て
カ
キ
を
メ
イ
ン
に
海
産
物
を
求
め

て
県
内
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

◇
ひ
な
せ
か
き
祭

　

 　

毎
年
２
月
下
旬
に
行
な
わ
れ
る
ひ
な
せ
か
き
祭
は
、
カ

キ
の
フ
ル
コ
ー
ス
。
さ
ま
ざ
ま
な
カ
キ
グ
ル
メ
で
県
内
外

か
ら
の
カ
キ
フ
ァ
ン
を
も
て
な
し
ま
す
。
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◇
古
代
体
験
の
郷
　
ま
ほ
ろ
ば

　

 　

縄
文
時
代
の
土
器
が
出
土
し

た
鹿
久
居
島
の
千
軒
遺
跡
の
近

く
に
、古
代
体
験
の
で
き
る「
ま

ほ
ろ
ば
」
が
あ
り
ま
す
。
竪
穴

式
住
居
や
、
火
起
こ
し
な
ど
、

縄
文
時
代
の
生
活
を
体
験
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

◇
源
平
放
水
合
戦

　

 　

備
前
市
消
防
団
日
生
方
面
隊
の
出
初
式
関
連
行
事
と
し

て
昭
和
25（
１
９
５
０
）年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

消
防
団
員
が
二
手
に
分
か
れ
、
小
舟
の
上
か
ら
水
の
勢

い
と
冷
た
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
相
手
め
が
け
て
一
斉
に
放

水
し
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
赤
、
青
、
黄
、
緑
、
オ
レ
ン

ジ
に
着
色
し
た
水
を
空
高
く
噴
射
し
ま
す
。

【
吉
永
地
区
】

◇
八
塔
寺
ふ
る
さ
と
村

　
・
古
民
家
宿
泊

　
　

 　

八
塔
寺
ふ
る
さ
と
村
に
は
、「
八
塔
寺
国
際
交
流
ヴ
ィ

ラ
」
と
「
八
塔
寺
山
荘
」
の
二
つ
の
宿
泊
で
き
る
茅
葺

の
古
民
家
が
あ
り
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
や
日
本
在
住

の
外
国
人
も
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
・
民
俗
資
料
館

　
　

 　

昔
の
人
々
の
暮
ら
し
を
感
じ
ら
れ
る
、
茅
葺
き
の
建

物
で
す
。
縁
側
に
腰
か
け
る
と
、
ゆ
っ
た
り
と
時
が
流

れ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。

　
・
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
の
八
塔
寺

　
　

 　

日
本
の
原
風
景
を
残
す
八
塔
寺
は
、
映
画
や
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。
映
画
で
は
、
田
中

好
子
主
演
、
今
村
昌
平
監
督
の
「
黒
い
雨
（
１
９
８
９

年
）」・
豊
川
悦
司
主
演
、
市
川
崑
監
督
の
「
八
つ
墓
村

（
１
９
９
６
年
）」、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
稲
垣
吾
郎
主
演

の
「
八
つ
墓
村
（
２
０
０
４
年
）」・
松
嶋
菜
々
子
主
演

の
「
火
垂
る
の
墓
（
２
０
０
５
年
）」
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

◇
田
倉
牛
神
社

　

 　

石
で
彫
刻
さ
れ
た
牛
が
ご
神
体
で
、
境
内
に
は
数
十
万

個
の
備
前
焼
の
牛
が
奉
納
さ
え
て
い
ま
す
。
願
い
事
の
あ

る
人
は
そ
れ
を
一
つ
借
り
て
帰
り
、
願
い
が
叶
う
と
借
り

た
牛
に
新
し
い
牛
を
ひ
と
つ
付
け
て
返
し
ま
す
。
１
月
５

日
の
大
祭
は
特
に
賑
わ
い
ま
す
。

◇
和
意
谷
池
田
家
墓
所

　

 　

岡
山
藩
主
・
池
田
家
代
々
の
墓
所
。
緑
豊
か
な
木
立
の

な
か
２
千
個
の
踏
み
石
が
続
く
参
道
を
行
く
と
、
豪
壮
な

７
つ
の
お
山
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

八塔寺国際交流ヴィラ

八塔寺山荘

民俗資料館 外観

民俗資料館 内部

田倉牛神社

和意谷池田家墓所


